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Ⅰ はじめに 

これまで東雲小学校・中学校の体育科・保健体育科（以下，体育科）では，児童・生徒が大人にな

っても運動・スポーツを継続する素地を培うべく，義務教育９年間の学びがつながる授業づくりのあ

り方を探究してきた。体育科の研究は，学習指導要領が謳っている「生涯にわたって健康を保持増進

し，豊かなスポーツライフを実現することを重視する」，「学校段階の接続及び発達の段階に応じて

指導内容を整理し，明確に示すことで体系化を図る」といった基本方針と一致したものである。 

昨年度は，ボール運動・球技領域「ネット型」のバレーボールを研究対象とし，中学校第３学年で

バレーボールの充実したゲームができるようにするために，学習指導要領を参考に，各発達段階にお

ける「ボール操作」に加えて「ボールを持たないときの動き」の２つの技能について到達目標を整理

した（平成 26 年度要項参照）。２つの技能の質を高める系統的な指導を明らかにしていくために，小

学校第１学年から中学校第３学年においてどのような教材が有効であるか（教材の学習可能性），どの

ようなアプローチ（指導の工夫）がよいのかを検討し，小・中学校の学びがつながる授業のあり方を

探り，一定の成果を得ることができた。 

 今年度から，新たに「『グローバル時代をきりひらく資質・能力』を培う教育の創造」という研究

テーマのもと，児童・生徒の協働的問題解決を視野に入れながら研究を行っていく。本研究における

「グローバル時代をきりひらく資質・能力」は，先行研究と先進校の取り組みや本校の教育目標から

「さまざまな文化や価値観を理解し認め合いながら自分の考えを明確にして問題を解決する力」と定

義し，その要素として，「主体性（意志決定力）」「多様性（多元的価値観を受容する力）」「協働

性（表現・コミュニケーション力）」の３つをキーワードとして挙げている。 

体育科では，これらの３要素は,主体性と多様性が相互に関係し合い,そこに協働性が生まれるのだ

と整理する。主体性は個人が自分なりの考えや答えをもつこと，多様性は，協働的問題解決の場面で，

他者の意見や考えを受容し，新たな知識を構築すること，協働性はそれらをつなぐ対話であるととら

える。これらの３要素が学習過程で出現するような協働的問題解決の場を設定することで,児童・生徒

は運動認識（わかる）を獲得する。また，協働的問題解決の場で，自己や他者との対話をくり返し行

うことで，運動認識（わかる）を深化させる。さらに，深化した運動認識は，より課題に沿った効果

的な「かかわり」を生み出す。そして，深化した運動認識を活用して伝え合うことが，体育科の重点

目標である運動技能の獲得（できる）に対して効果的に作用すると考える。 

 

Ⅱ 本年度の研究計画 

１ 研究の目的 

昨年度まで「わかり方」という認識面のアプローチに指導の重点を置き，「できる」ことの高まりを

目指した。しかし，技能の向上のプロセスにおいて，仲間とのどのようなかかわりが学習の中で展開

されたかは明らかにしてきていない。また，技能教科である体育授業の独自性から，運動する時間を

確保するため，子どもたちに自ら課題を設定したり，チームで課題を解決するために協働したりする

時間を十分保障することができていない。このことから，協働的な問題解決を促進することによって，

どのように学んでいるかなどの学びのプロセスを明らかにするだけでなく，子どもたちがより深く考

えることで「わかり方」が深化し，技能の向上つまり「できる」につながるのではないかと考えた。 

そこで，本校体育科では，昨年度実践した内容を踏まえ，ボール運動・球技領域「ネット型」にお

いて，ジグソー法や ICT の活用，単元構成の工夫，一単位時間の授業における指導過程の工夫などの

手立てを講じることによって，協働的な学びがどのようなプロセスをたどるのかを明らかにし，協働

的な学びを促進させるための知見を得ていく。 



２ 研究の方法 

・ゲームを記録した VTR分析 

 単元前期，中期，後期におけるゲーム中に発揮されるパフォーマンスの比較検討 

・毎時間の児童のふり返り記述        

 抽出グループの発話や学習ノートの記述を分析 

・質問紙による調査  

 体育授業態度評価（診断的・総括的授業評価）と児童による授業評価（形成的授業評価）の分析 

 

３ 研究会当日の授業 

①小学校１年 

「アンダーキャッチボール・鬼遊び －投げる・捕るコツをみつけよう－ 

②小学校６年 

「ソフトバレーボール －ゲームを整え，得点を決めよう－」 

③小学校複式高学年 

「キャッチバレーボール －ボールをつないで，アタックを決めよう！－」 

④中学校３年 

「球技「ネット型」バレーボール －ゲーム分析からチーム課題と解決方法を探る－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 協働的問題解決によるグローバル時代をきりひらく資質・能力の高まり 
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